
幕

末

・

明

治

初

期

の

通

婚

圏

|
|
徳
島
藩
明
治
三
年
戸
籍
の
分
析
ー
ー
ー

井

戸

庄

通
婚
圏
の
調
査
・
研
究
は
、
従
来
、
主
と
し
て
村
落
社
会
学
の
分
野
で
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
村
落
社
会
学
で
は
、
直
接
的
に

は
通
婚
圏
の
広
狭
お
よ
び
そ
の
時
間
的
変
遷
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
が
、
間
接
的
に
は
村
落
の
社
会
構
造
を
究
明
す
る
の
が
根
本
的
な
ね

ら
い
で
あ
っ
た
ハ
1
3
す
な
わ
ち
池
田
義
祐
〈
2
u
に
よ
れ
ば
、

通
婚
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
け
っ
し
て
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
る
社
会
的
接
触

幕末・明治初期の通婚圏

交
渉
で
は
な
く
、
む
し
ろ
稀
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
は
種
々
の
社
会
的
接
触
交
渉
が
先
行
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
に
お

い
て
通
婚
圏
の
研
究
は
、
農
村
、
山
村
、
漁
村
と
か
都
市
と
か
教
団
と
か
い
っ
た
一
定
の
社
会
集
団
の
、
あ
る
い
は
上
層
・
下
層
と
い
っ

た
よ
う
な
特
定
の
社
会
層
の
封
鎖
性
ハ
3
)
と
開
放
性
お
よ
び
こ
れ
に
随
伴
す
る
等
質
性
と
異
質
性
を
測
定
す
る
一
つ
の
重
要
な
基
準
を
探

索
す
る
と
い
う
点
に
、
す
ぐ
れ
て
社
会
学
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
従
来
の
村
落
社
会
学
の
通
婚
圏
研
究

は
、
村
落
の
閉
鎖
性
、
開
放
性
を
測
定
す
る
尺
度
と
し
て
部
落
内
婚
率
な
い
し
は
村
内
婚
率
を
異
常
な
ほ
ど
に
重
視
し
、

さ
ら
に
そ
の
時

間
的
変
遷
の
分
析
に
研
究
の
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
o
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と
こ
ろ
で
歴
史
地
理
学
の
分
野
で
も
、

壬
申
戸
籍
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
幕
末
・
明
治
初
期
の
通
婚
圏
研
究
が
か
な
り
活
発
に
お
こ
な



ss 

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
大
半
は
、
通
婚
圏
を
幕
末
・
明
治
初
期
の
「
地
域
と
地
域
の
結
び
つ
き
」
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と

し
て
各
地
の
『
市
町
村
史
(
誌
)
』
の
な
か
の
一
節
に
と
り
あ
げ
た
り
、

あ
る
い
は
交
通
集
落
の
開
放
的
・
流
動
的
性
格
、

都
市
の
勢
力

圏
な
ど
を
し
る
一
指
標
と
し
て
と
り
あ
げ
た
も
の
で

τ二
三
、
通
婚
圏
そ
の
も
の
と
本
格
的
に
と
り
く
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

点
で
、
さ
い
き
ん
発
表
さ
れ
た
池
野
茂
の
『
明
治
初
期
の
婚
姻
圏
に
関
す
る
ノ

i
ト』

(
関
西
学
院
高
校
論
叢

一
四
貝
万

一
九
六
八

年
)
は
画
期
的
な
業
績
と
い
え
よ
う
o

従
来
の
村
落
社
会
学
の
通
婚
圏
研
究
で
は
、
調
査
対
象
が
せ
い
ぜ
い
同
一
県
下
の
数
カ
町
村
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
池
野
論
文
は
西
日
本
を
中
心
と
し
て
五
七
カ
町
村
の
壬
申
戸
籍
を
分
析
し
て
い
る
の
が
な
に
よ
り
も
大
き
な

特
長
で
あ
る
。
そ
し
て
池
野
論
文
は
、
こ
の
五
七
カ
町
村
を
農
村
、
山
村
、
漁
村
、
都
市
な
ど
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
婚
圏
の
特

色
を
分
析
し
、
地
域
社
会
の
結
合
状
態
の
測
定
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
池
野
論
文
に
も
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
点
が
の
こ
っ
て
い

る
。
付
壬
申
戸
籍
で
は
、
戸
籍
編
成
以
前
に
他
町
村
へ
婚
出
し
た
人
々
が
把
握
で
き
な
い
。
婚
出
の
記
載
は
戸
籍
簿
が
実
際
に
使
用
さ
れ

た
数
年
た
ら
ず
で
、
婚
出
と
婚
入
の
比
較
が
無
理
で
あ
る
。
同
村
内
婚
率
と
農
業
戸
数
・
通
婚
相
手
村
数
・
通
婚
最
大
相
手
村
比
率
な
ど

の
比
較
は
、
当
該
村
の
村
落
規
模
(
戸
数
)
を
考
慮
し
な
く
て
は
意
味
が
薄
れ
る
。
同
農
村
か
ら
都
市
へ
の
婚
出
を
「
町
場
へ
の
人
々
の

憧
慢
の
反
映
」
と
し
て
簡
単
に
片
づ
け
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
同
通
婚
圏
は
、
平
面
的
に
は
地
域
の
側
面
よ
り
地
域
的
通
婚

圏
と
立
体
的
に
は
階
層
の
側
面
よ
り
階
層
的
通
婚
圏
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
が
(
旦
、
後
者
の
分
析
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。
骨
五
七

カ
町
村
と
い
う
事
例
数
の
豊
富
さ
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
婚
姻
慣
習
の
ロ

l
カ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
と
き
、
石
川
県
、
京
都
府
、

山
口
県
、
佐
賀
県
な
ど
の
各
町
村
の
通
婚
圏
を
同
一
の
視
野
で
比
較
、
検
討
す
る
の
は
か
な
り
危
険
で
あ
る
。
以
上
付
l
伺
の
う
ち
、
ハ
円

と
伺
は
池
野
も
論
文
で
こ
と
わ
っ
て
い
る
が
、

壬
申
戸
籍
の
資
料
的
限
界
で
如
何
と
も
し
が
た
く
、
従
来
の
通
婚
圏
研
究
に
共
通
の
ウ
ィ

ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。



徳
島
藩
で
は
、
明
治
三
年
に
い
わ
ゆ
る
庚
午
戸
籍
ハ
7
)
が
編
成
さ
れ
、
現
在
も
徳
島
県
内
の
各
地
に
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
戸
籍
の

系
譜
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
詳
細
に
論
じ
て
い
る
ハ

8
x
g
の
で
省
略
す
る
が
、
庚
午
戸
籍
に
は
壬
申
戸
籍
に
は
み
ら
れ
な
い
つ
ぎ

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
付
各
戸
ご
と
に
持
家
・
借
家
別
、
土
蔵
・
納
屋
な
ど
の
有
無
、

田
畑
・
山
林
所
有
面
積
、
船
・
牛
馬
の
所
有
数

な
ど
、
民
産
が
記
載
さ
れ
て
い
る

0
0戸
籍
編
成
以
前
の
婚
出
者
に
つ
い
て
は
、
実
家
の
戸
籍
の
該
当
者
名
に
点
を
か
け
て
収
載
し
、
同

時
に
婚
家
の
所
在
地
、
相
手
の
身
分
・
名
前
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
骨
徳
島
藩
の
棟
付
帳
白
〉
に
み
ら
れ
る
身
居
の
伝
統
が
の
こ
っ
て
い

て
、
町
人
・
百
姓
・
加
子
(
水
主
)
な
ど
と
稼
人
・
来
人
を
明
確
に
区
分
し
て
お
り
、
稼
人
・
来
人
に
つ
い
て
は
、
出
身
地
と
転
住
の
年

月
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
付
は
階
層
的
通
婚
圏
を
検
討
す
る
場
合
に
有
効
で
あ
り
、
。
は
婚
入
・
婚
出
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
時

期
、
同
程
度
に
比
較
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。
ま
た
伺
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
戸
籍
に
一
記
載
さ
れ
て
い
る
婚
姻

幕末・明治初期の通婚圏

が
、
は
た
し
て
戸
籍
編
成
時
の
居
住
地
で
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
か
否
か
を
判
定
す
る
の
に
役
立
つ
。

さ
て
、
実
際
に
こ
の
戸
籍
を
も
と
に
し
て
通
婚
圏
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
町
村
を
と
り
あ
げ
る
か
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
」
の
一
一

点
に
留
意
し
た
。
付
@
城
下
町
、
@
郷
町
(
在
町
)
、
の
農
村
、
@
山
村
、
⑧
漁
村
の
五
類
型
を
設
定
し
、

そ
れ
ら
を
網
羅
す
る
こ
と
。

同
町
村
内
婚
率
の
比
較
を
考
慮
し
、
戸
数
規
模
の
類
似
し
た
町
村
を
選
ぶ
こ
と
。
そ
の
結
果
、
徳
島
城
下
の
福
島
町
(
二
四
七
戸
・
現
徳

島
市
)
、
三
好
郡
池
田
大
西
町
(
二
四
一
戸
・
現
池
田
町
)
、
同
郡
中
加
茂
村
(
二
九
五
戸
・
現
三
加
茂
町
)
、
同
郡
中
西
村
(
一
八
二
戸
・

現
池
田
町
)
、
同
郡
漆
川
村
(
二
八

O
戸
・
現
池
田
町
)
、
海
部
郡
日
和
佐
浦
(
二
三
一
二
戸
・
現
日
和
佐
町
)

の
二
町
・
一
二
村
・
一
浦
の
通

89 

婚
圏
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。



90 

こ
れ
ら
二
町
・
三
村
・
一
浦
の
概
況
を
素
描
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
福
島
町
は
城
下
徳
島
の
東
縁
部
に
位
置
し
、
藩
政
時
代
に
は
商
工

混
在
地
域
で
あ
り
、
現
在
は
木
工
業
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
池
田
大
西
町
は
、
吉
野
川
の
谷
口
集
落
で
水
運
の
拠
点
で
も
あ
り
、
古

く
か
ら
商
業
集
落
と
し
て
繁
栄
し
、

ま
た
刻
み
煙
草
の
製
造
で
名
を
し
ら
れ
て
い
た
。
中
加
茂
村
と
中
西
村
は
い
ず
れ
も
吉
野
川
上
流
部

の
農
村
で
、
前
者
は
葉
藍
、
後
者
は
煙
草
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
漆
川
村
は
、
祖
谷
に
近
い
山
村
で
、
数
箇
の
小
集
落
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
日
和
佐
浦
は
、

日
和
佐
川
河
口
の
北
岸
に
位
置
す
る
古
い
漁
村
で
、
藩
政
時
代
に
は
魚
御
分
了
所
が
お
か
れ
、
漁
獲
物
の
販

売
取
締
り
と
と
も
に
手
数
料
と
し
て
販
売
額
の
五
分
の
一
の
徴
収
に
あ
た
っ
て
お
り
、
現
在
は
遠
洋
漁
業
の
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

階
層
的
通
婚
圏
を
分
析
す
る
に
は
、
戸
籍
簿
を
も
と
に
し
て
、
各
戸
の
階
層
区
分
の
作
業
か
ら
は
じ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
福
島
町

は
持
家
層
を
上
層
、
借
家
層
を
下
層
と
し
て
区
分
し
た
。
池
田
大
西
町
に
つ
い
て
も
、

ま
ず
持
家
層
と
借
家
層
に
分
け
、
さ
ら
に
前
者
は

土
蔵
の
有
無
で
細
分
し
た
。

つ
ぎ
に
中
加
茂
村
、
中
西
村
、
漆
川
村
の
三
カ
村
は
、
土
地
生
産
力
の
優
劣
や
階
層
分
化
の
進
展
に
少
な
か

ら
ず
差
違
が
あ
り
、
同
じ
基
準
に
よ
る
階
層
区
分
に
は
問
題
が
の
こ
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ち
お
う
田
畑
所
有
面
積
を
共
通
の
メ
ル
ク
マ

l

ル
と
し
、

五
反
以
上
所
有
の
上
農
層
(
地
主
・
自
作
農
層
)
、

一
1
五
反
所
有
の
中
農
層
(
自
小
作
・
小
自
作
層
)
、

一
反
以
下
所
有
の
零

細
農
層
(
小
自
作
・
小
作
層
)

の
三
階
層
に
区
分
し
た
。
日
和
佐
浦
の
場
合
、
ま
ず
各
戸
の
身
分
を
み
る
と
、
郡
付
卒
二
戸
、
そ
の
他
四

戸
を
除
い
た
残
余
の
二
二
七
戸
が
す
べ
て
加
子
(
水
主
)

と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
職
業
を
み
て
も
、

漁
業
一
一
一
四
戸
、

水
主
五
二
戸

で
、
両
者
で
全
体
の
七
五
・
五
%
を
占
め
て
お
り
、
農
業
は
わ
ず
か
六
戸
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
日
和
佐
浦
は
、
船
舶
(
漁
船
・
滞

船
な
ど
)
所
有
の
有
無
で
、
上
下
二
階
層
に
区
分
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
船
舶
所
有
層
と
い
っ
て
も
、
廻
船
業
を
営
む
寺
島
源
七
家
の



五
O
O石
積
、
二

O
O石
積
各
一
般
を
例
外
と
し
て
、
他
の
ほ
と
ん
ど
は
一

O
石
積
以
下
の
小
船
一
艇
を
所
有
す
る
程
度
で
あ
る
。

四

町
村
内
婚
率
か
ら
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
は
全
婚
姻
数
に
対
す
る
呂
町
村
内
婚
姻
数
の
比
率
で
あ
り
、
村
落
社
会
学
で
は
ふ
つ
う
内
婚
率

幕末・明治初期の通婚圏91 

農山漁村，都市の町村(部落)内婚率(明治期)

類型l 町勺〈ママ村 名 |町村(部落)内婚率

北海道琴似村① 29 ノ。b

茨城県結城郡絹川杓② 22 
群馬県山田郡川内村② 27 

農 千葉県山武郡豊海村② 17 

東京府南多摩郡奥方村② 32 

神奈川県足柄郡酒匂村@ 44 
長野県下高井郡高石村@ 44 

も長野県南安曇郡木村③ 10 

キす 滋賀県愛知郡薩摩村@ 5δ 内

滋賀県高島郡太田村⑤ 50 
奈良県葛上郡名柄村⑥ 12 
広島県高官郡飯室村① 35 

山
富山県砺波郡祖山村③ 77 

富山県砺波郡下梨村③ o5 
村 宮崎県西臼杵郡七ツ山村立岩部落@ 77 

漁 島根県簸川郡小伊津村⑮ 72 

キす 島根県簸川郡坂浦⑬ 60 

45 

都 奈良県十市郡桜井町⑥ 25 

市 広島県豊田君附l手洗町⑦ 67 

広島県高宮郡可部町⑦ 47 

第 1表

(注)

①伊藤俊夫(1936):婚姻関係より見たる村落の PrimaryGroups 
年報社会学 4，pp. 302，....，308 

@瀬川清子(1936):関東地方の都村に於ける婚域と夫妻の年令差
について，年報社会学 4，pp.270，....，273 

①青木 治(1952):農山村社会における通婚闇と文化の喜多透度，
信濃4の 1，pp.65""73 

@中村治兵衛(1948):近畿農村の通婚圏，農業綜合研究2の2，
pp.142""150 

⑤井戸圧三(1965):滋賀県西北部の交通路と集落，金沢大学教育
学部紀要14，pp.49""62 

③藤岡謙二郎(1956):奈良盆地南部の交通路と谷口集落の変遷，
人文地理 8の 1，pp. 1 ""19 

①森川 洋(1967):明治初年における広島県の都市とその機能，
史学研究99，pp. 1""22 

③小山 隆(1933):村落に於ける婚姻と家系の調査，年報社会学
1， pp.263"，，269 

@近沢敬一(1953):宮崎県の一山村の縁組区域及び内婚率の意義
について，社会学評論12，pp.164""167 

@山岡栄市(1952):漁村社会の構造と漁民における二つの型，社
会学評論9，pp.63""72 
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漆 川 村 の 遇 婚 圏 ( 実 数)

243 
144 

2 

第2表

389 412 34 61 56 

圏 308 323 24 27 
34 

48 3 

5 

内

内

4 km 

8 km 圏 374 

と
略
称
し
て
い
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
二
町
・
三
村
・
一
浦
は
明
治
二
二
年
一
O
月
の

市
制
・
町
村
制
施
行
後
の
大
字
(
部
落
)

に
相
当
す
る
も
の
で
、
同
年
以
降
に
焦
点
を
し

396 

ぼ
っ
た
研
究
で
は
部
落
内
婚
率
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

さ
て
既
往
の
研
究
成
果
か
ら
、
明
治
期
に
限
っ
て
町
村
(
部
落
)
内
婚
率
を
ピ
ッ
ク
・

33 

ア
ッ
プ
す
る
と
、
第
一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
て
、

ま
ず
山
村
と
漁
村
の
村
内

婚
率
が
非
常
に
高
く
、
六
O
%
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
高
峻
な
山
岳
に

と
り
固
ま
れ
た
交
通
不
便
な
隔
絶
山
村
は
、
通
婚
に
お
い
て
も
閉
鎖
性
が
つ
よ
く
表
わ
れ

て
い
る
。
漆
川
村
の
村
内
婚
率
は
六
一
・
O
%
で
全
国
的
な
傾
向
と
合
致
し
て
お
り
、
階

層
別
で
は
、
下
層
が
六
七
・
六
%
で
閉
鎖
性
が
と
く
に
濃
厚
で
あ
る
。

漁
村
も
、
山
村
と
同
様
、
農
村
に
比
較
し
て
村
内
婚
率
が
高
い
。
山
岡
栄
市
立
〉
は
島
根

60 

県
の
漁
村
調
査
の
結
果
、
漁
村
の
村
内
婚
率
が
高
い
理
由
と
し
て
、

つ
ぎ
の
三
点
を
あ
げ

て
い
る
。
付
延
縄
の
製
造
・
乾
燥
、
魚
の
乾
燥
な
ど
は
漁
村
に
育
っ
た
も
の
で
な
い
と
役

に
立
た
な
い

0
0段
々
畑
の
急
坂
の
肥
運
び
な
ど
は
、
平
坦
部
に
育
っ
た
農
村
の
子
女
に

は
無
理
で
あ
る
o
H
W
農
村
と
縁
組
み
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
交
際
費
が
か
さ
み
、
漁
村
で
は

負
担
し
き
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
日
和
佐
浦
の
村
内
婚
率
は
四
九
・
一
%
で
あ
り
、
階
層
別

で
は
船
舶
を
所
有
す
る
上
層
が
五
一
・
七
%
で
、
下
層
の
四
七
・
四
%
を
や
や
上
回
っ
て

い
る
。
し
か
し
職
業
か
ら
み
て
、
漁
業
・
水
主
以
外
の
五
七
戸
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
有
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第3表日和佐浦の通婚闇(実数)

I~~ 上層附 下脳〈阿| 計同

婚入l婚出婚入|婚出婚入 l婚 出

海部郡
日和佐浦 36 61 60 99 96 
他町村 40 24 85 34 125 58 

他 郡 4 1 9 5 13 6 
城下徳島 O O O 1 O 1 

計 82 61 155 100 237 161 

561m|921 200 148 
8 km 圏内 75 57 I 139 I 92 214 149 

第4表中加茂村の通婚圏(実数)

U41:((Zi1211ZUZ 

1123111;ll;121引引 :11li;

好

郡

中加茂村

加茂組*I 22 46 43 I 32 
19 16 29 31 25 

26. 60 
その他 27 52 34 42 I 25 15 

城 下徳島

讃 l妓

淡路

その他

市
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無
に
よ
る
階
層
区
分
そ
れ
自
体
に
疑
問
が
の
こ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
外
し
、
漁
業
・
水
主
の
一
七
六
戸
に
限
っ
て
前
記
の
よ
う
な
階
層
区

分
を
し
た
方
が
よ
り
有
効
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
正
を
加
え
る
と
、
日
和
佐
浦
の
村
内
婚
率
は
上
層
五
四
・
九
%
、
下
層
五
コ
了
四
%

で
両
者
と
も
や
や
上
昇
す
る
が
、
そ
の
聞
き
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

農
村
の
村
内
婚
率
は
、
第
一
表
の
ご
と
く
、

一
O
I
五
三
%
と
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、
同
じ
三
好
郡
で
も
、
中
加
茂
村
は

一
九
・
七
%
で
低
く
、
中
西
村
は
四
七
・
O
%
で
高
い
が
、

ふ
つ
う
は
三
O
I
五
五
%
程
度
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
長
野
県
本
村
の
村
内

婚
率
が
異
常
に
低
い
の
は
、

こ
の
村
が
安
曇
平
に
位
置
す
る
わ
ず
か
五
O
戸
ハ
8
・
た
ら
ず
の
小
村
で
、

村
内
婚
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
立
ち
奈
良
県
名
柄
村
の
村
内
婚
率
も
非
常
に
低
い
が
、
ー
こ
の
村
は
河
内
に
通
じ
る
水
越
街
道
沿
い
の
谷

口
集
落
で
あ
り
、

そ
の
開
放
的
・
流
動
的
性
格
が
通
婚
圏
の
拡
大
に
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
五
百
中
加
茂
村
の
村
内
婚
率
が
中

西
村
に
比
較
し
て
極
端
に
低
い
の
は
、
前
者
が
後
者
よ
り
も
吉
野
川
の
下
流
部
に
位
置
し
、
狭
い
な
が
ら
も
平
地
が
聞
け
、
集
落
密
度
が

高
く
、
交
通
の
便
利
な
こ
と
に
一
因
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な
の
は
、
藩
政
時
代
、
中
加
茂
村
は
加
茂
組
と

称
し
て
西
加
茂
・
東
加
茂
・
西
庄
・
中
庄
・
毛
田
の
五
カ
村
と
と
も
に
同
じ
組
(
与
)
頭
庄
屋
の
管
轄
区
域
に
属
し
、

し
か
も
こ
れ
ら
加

茂
組
六
カ
村
は
村
境
が
複
雑
に
交
錯
し
て
、
あ
た
か
も
一
村
の
ご
と
き
状
態
を
呈
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
加
茂
組
六
カ
村
の
組

内
婚
率
を
み
る
と
、

五
回
・
四
%
で
か
な
り
高
率
と
な
る
。

都
市
の
町
内
婚
率
は
、
奈
良
県
桜
井
町
を
除
け
ば
、
農
村
に
比
較
し
て
そ
れ
ほ
ど
低
い
と
は
い
え
な
い
。
広
島
県
御
手
洗
町
は
、
瀬
戸

内
海
に
浮
か
ぶ
大
崎
下
島
の
港
町
で
、
幕
末
に
は
西
廻
航
路
の
寄
港
地
と
し
て
賑
わ
っ
た
が
、
島
唄
と
い
う
制
約
性
が
つ
よ
く
作
用
し
て

町
内
婚
率
が
非
常
に
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
奈
良
県
桜
井
町
は
、
竹
内
・
初
瀬
街
道
沿
い
の
谷
口
集
落
で
、
古
く
か
ら
商
業
・
交
通
集
落

と
し
て
発
展
し
、
前
記
名
柄
村
と
同
様
、
開
放
的
・
流
動
的
性
格
が
濃
厚
な
た
め
町
内
婚
率
が
極
端
に
低
い
。
町
内
婚
率
は
や
や
高
く
な
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池田大西町の通婚圏(実数)

~ι I陪(即) I中層(臼1戸)下層〈師) 計 (241戸)

婚入|婚出婚入|婚出婚入!婚出

I1池田大西町| 23 i 26 l 回 「321231
107 

他村 35 I 12 I 106 70 I 34 I 20 175 102 

他 郡 6 3 8 9 。 1 14 13 

城下徳島 O 6 。 3 O 3 O 12 

讃 岐 2 4 2 10 1 O 5 14 

伊 予 1 1 1 5 。 O 2 6 

そ の 他 。。 1 2 。。 1 2 

言十 67 52 183 157 67 47 317 256 

凶圏内 |39135|ペペ 59l35|
174 

8 回圏内 52 I 38 I 151 I 120 I 64 I 40 267 198 

第7表

る
が
、
こ
の
桜
井
町
と
類
似
の
都
市
機
能
を
も
つ
の
が
池
田
大
西
町
で
あ

り
、
階
層
別
で
は
、
上
・
中
層
で
低
く
、
下
層
で
高
い
。
つ
ぎ
に
福
島
町
の

町
内
婚
率
は
二
二
了
九
%
で
低
い
が
、
城
下
徳
島
で
は
六
一
・
六
%
と
か
な

り
高
率
と
な
る
。
な
お
、
階
層
別
に
み
る
と
、
上
層
一
七
・
六
%
、
下
層
二

六
・
O
%
で
、
上
・
下
両
層
聞
に
大
き
な
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
下
層
で
近

隣
婚
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五

通
婚
圏
の
区
分
の
基
準
は
、
①
行
政
区
域
に
よ
る
区
分
、
@
当
該
町
村
を

中
心
と
す
る
同
心
円
状
の
区
分
、

の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
①
は
、
@

町
村
(
部
落
・
大
字
)
内
、
@
町
村
(
明
治
二
二
年
市
制
・
町
村
制
施
行
後

の
行
政
町
村
)
内
、
の
郡
内
、
@
園
内
・
県
内
、
@
圏
外
・
県
外
、

に
五
区

分
す
る
も
の
で
、
社
会
学
の
伊
藤
俊
夫
(
阜
、
鈴
木
栄
太
郎
ハ
ヲ
、

中
村
治
兵

衛
(
口
丸
山
本
登

au、
山
岡
栄
市

av
地
理
学
の
藤
岡
謙
二
郎
(
却
)
、

民
俗

学
の
青
木
治
五
)
ら
が
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
。

」
の
方
法
は
、

郡
境
、
県

境
、
国
境
な
ど
が
、
通
婚
圏
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
検

証
す
る
場
合
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
当
該
町
村
が
こ
れ
ら
郡
境
、
県
境
、
国



境
に
近
接
し
て
い
る
よ
う
な
と
き
は
適
当
で
な
い
。

つ
ぎ
に
②
は
、
当
該
町
村
を
中
心
と
し
て
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ど
の
同
心
円
を
描

き
、
そ
れ
ぞ
れ
円
内
の
各
町
村
と
の
通
婚
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
方
法
で
あ
り
、
通
婚
圏
を
文
字
通
り
圏
構
造
と
し
て
把
握
で
き
る
の
が
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
社
会
学
の
瀬
川
清
子

(g、
地
理
学
の
森
川
洋
(
お
)
ら
が
採
用
し
て
い
る
が
、
調
査
対
象
地
域
の

地
形
、
交
通
、
そ
の
他
の
条
件
に
よ
り
、
通
婚
圏
が
必
ず
し
も
同
心
円
状
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
の
が
欠
点
で
あ
る
。

こ
の
た
め
本
稿

は
、
通
婚
圏
の
空
間
的
ひ
ろ
が
り
を
み
る
方
法
と
し
て
、
①
お
よ
び
②
を
併
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

...... 
J、

ま
ず
①
の
方
法
で
検
討
し
よ
う
。
明
治
三
年
以
前
の
通
婚
を
、
明
治
二
二
年
市
制
・
町
村
制
施
行
後
の
行
政
町
村
と
関
係
づ
け
て
考
察

し
て
も
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
郡
内
婚
(
町
村
内
婚
を
含
む
)
率
か
ら
み
る
と
、
漆
川
村
が
九
九
・
一
%
の
高
率
を
示

幕末・明治初期の通婚圏

し
、
以
下
、
中
西
村
九
五
・
六
%
、

日
和
佐
浦
九
五
・

O
M、
池
悶
大
西
町
八
七
・
九
%
、
中
加
茂
村
八
三
・
九
%
と
な
り
、
最
低
は
福

島
町
の
六
九
・
七
彪
で
あ
る
。

つ
ま
り
漆
川
村
、
中
西
村
、

日
和
佐
浦
の
三
カ
村
で
は
、
郡
境
を
越
え
て
の
通
婚
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

ぃ
。
鈴
木
栄
太
郎
五
)
は
、
岐
阜
県
加
茂
郡
坂
祝
村
の
七
部
落
の
事
例
研
究
の
結
果
、
郡
境
お
よ
び
旧
藩
時
代
の
領
巴
の
境
界
が
も
っ
と

も
決
定
的
に
通
婚
圏
の
範
域
を
定
め
て
お
り
、

た
と
え
地
理
的
近
距
離
に
あ
っ
て
も
郡
境
を
越
え
て
の
通
婚
関
係
は
あ
ま
り
存
し
な
い
、

と
指
摘
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
加
茂
村
の
郡
内
婚
率
が
、
漆
川
村
、
中
西
村
、
日
和
佐
浦
の
三
カ
村
に
比
較
し
て
一

O
M余
も
低
い

の
は
、
第
一
図
の
ご
と
く
、
中
加
茂
村
が
三
好
・
美
馬
両
郡
の
郡
境
に
近
接
し
て
お
り
、
こ
の
郡
境
を
越
え
て
半
田
村
、
重
清
村
、
貞
光

97 

村
、
脇
町
な
ど
美
馬
郡
と
の
通
婚
が
一
一
・
一
%
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
加
茂
村
の
場
合
、
郡
内
婚
率
の
八
三
了
九
%
に
美
馬
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郡
の
一
一
・
一
%
を
加
え
れ
ば
、
漆
川
村
な
ど
三
カ
村
の
郡
内
婚
率
と
ほ
ぼ
同
率
と
な
り
、
前
記
の
鈴
木
説
は
あ
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
池

田
大
西
町
、
中
加
茂
村
、
中
西
村
の
三
カ
町
村
で
は
、
第
四
・
五
・
七
表
の
ご
と
く
、
国
境
を
越
え
て
讃
岐
と
の
通
婚
が
か
な
り
み
ら
れ

る
。
三
好
・
美
馬
両
郡
の
農
家
で
は
、
ご
く
最
近
ま
で
、
耕
作
用
の
役
牛
を
毎
年
六
月
中
旬
か
ら
約
一
カ
月
、

一
一
月
上
旬
か
ら
約
二
カ

月
、
讃
岐
平
野
の
農
家
に
貸
す
慣
行
が
あ
っ
た
。
こ
の
役
牛
を
、
阿
波
側
で
は
米
牛
、
讃
岐
側
で
は
カ
リ
コ
牛
と
よ
ん
で
お
り
、
そ
の
移

動
に
は
六
地
蔵
越
、
猪
ノ
鼻
峠
越
、

東
山
越
な
ど
の
阿
讃
聞
の
交
通
路
が
利
用
さ
れ
て
い
た

8
3

」
の
よ
う
な
慣
行
が
、

両
地
域
の
通

婚
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
殊
な
条
件
が
働
け
ば
、
国
境
、
藩
領
も
通
婚
の
障
壁
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ

の
点
で
も
前
記
の
鈴
木
説
は
的
を
射
て
い
な
い
。
ま
た
福
島
町
で
淡
路
と
の
通
婚
が
一
四
件
み
ら
れ
る
の
は
、
阿
淡
両
国
二
五
万
石
が
徳

島
藩
の
支
配
下
に
あ
り
、
平
素
か
ら
人
的
・
経
済
的
な
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
因
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
@
の
方
法
で
検
討
し
よ
う
。
既
往
の
明
治
期
の
通
婚
圏
研
究
を
み
る
と
、

鈴
木
栄
太
郎
〈
曹
は
四

t
五
里
四
方
の
地
域
を
通
婚

圏
と
し
て
お
り
、
瀬
川
清
子
自
)
は
関
東
地
方
の
九
カ
村
の
幕
末
・
明
治
初
期
の
通
婚
圏
を
検
討
し
た
結
果
、

通
婚
の
九
一
%
が
半
径

里
圏
内
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
池
野
茂
ハ
犯
〉
は
、

通
婚
圏
は

五
七
カ
町
村
の
事
例
研
究
に
基
づ
き
、

町
場
を
除
け
ば
、

99 幕末・明治初期の通婚圏

ほ
ぼ
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
近
沢
敬
一
ハ
惣
は
、
宮
崎
県
の
山
村
を
調
査
し
、

よ
ば
い
の
可

能
性
の
範
囲
と
関
連
づ
け
て
、
半
径
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
通
婚
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
既
往
の
研
究
成
果
を
参
照
し
、

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
(
第
一
次
通
婚
圏
)
と
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
(
第
二

に
区
分
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
は
、

日
和
佐
浦
の
八
七
・
四
%
が
も
っ
と
も
高
く
、
以
下
、

次
通
婚
圏
)

漆
川
村
七
八
・
七
%
、
中
西
村
七
五
・
一
%
、
池
田
大
西
町
七

0
・
八
%
、
福
島
町
六
六
・
五
%
、

る
。
つ
ぎ
に
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
で
は
、
漆
川
村
の
九
六
・
一
%
が
最
高
で
、
以
下
、
中
西
村
九
二
・
七
%
、

中
加
茂
村
六
一
・
五
%
の
順
と
な

日
和
佐
浦
九
一
・
二
%
、
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池
田
大
西
町
八
一
・
一
%
、
中
加
茂
村
七
九
・
四
%
、
福
島
町
七
五
・
八
%
と
な
り
、
こ
の
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
の
順
位
は
さ
き

に
み
た
郡
内
婚
率
の
順
位
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
漆
川
村
、
中
西
村
、
日
和
佐
浦
の
通
婚
圏
は
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内

に
ほ
ぼ
完
全
に
包
括
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

日
和
佐
浦
が
、

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
と
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
で
通
婚
率
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
開
き
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
第
二
図
の
ご

と
く
、
東
南
は
海
、
西
北
は
山
が
ち
で
、

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
と
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
聞
の
集
落
密
度
が
き
わ
め
て
疎
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
な
お
速
水
融
翁
)
は
、
紀
伊
国
牟
妻
郡
須
賀
利
浦
の
幕
末
の
通
婚
圏
に
つ
い
て
、
京
都
、
大
阪
、
伊
勢
、
志
摩
、
大
和
、
三
河
、

淡
路
、
越
中
な
ど
遠
方
婚
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
陸
上
交
通
に
対
し
て
海
上
交
通
の
便
利
さ
を
あ
げ
て
い
る
。
日

和
佐
浦
は
、
須
賀
利
浦
の
よ
う
な
廻
船
業
が
発
達
し
な
か
っ
た
の
で
、
遠
方
婚
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
日
和
佐
浦
と
は
反
対
に
、
中

加
茂
村
は
、
吉
野
川
の
沖
積
平
野
が
東
方
に
ラ
ッ
パ
状
に
聞
け
、
集
落
密
度
が
高
く
、
交
通
も
便
利
な
た
め
、
通
婚
圏
が
は
や
く
か
ら
拡

大
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

幕末・明治初期の通婚圏

福
島
町
と
池
田
大
西
町
は
、
他
の
四
カ
村
に
比
較
し
て
、
通
婚
圏
が
ひ
ろ
く
、
遠
方
婚
が
多
い
。
第
一
表
に
あ
げ
た
滋
賀
県
海
津
町
の

郡
内
婚
率
は
七
二
%
、
奈
良
県
桜
井
町
の
郡
内
婚
率
は
五
六
%
、
広
島
県
御
手
洗
町
の
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
は
七
六
・
八
%
、
広

島
県
可
部
町
の
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
は
七
一
・
四
%
で
あ
り
、
福
島
町
、
池
田
大
西
町
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
都
市
の
通
婚
圏
が
農
村
、
山
村
、
漁
村
に
比
較
し
て
一
般
に
広
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

壬
申
戸
籍
に
依
拠
し
た
研
究
で

は
、
そ
の
こ
と
が
過
大
評
価
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
を
指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

壬
申
戸
籍
で
は
戸
籍
編
成
以
前
の
一
家
転
住
が
不
明
で

た
と
え
ば
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
四
月
、

X
村
の

A
家
か
ら
同
じ

X
村
の

B
家
へ
稼
入
り
し
た
妻
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
文
久

あ
り
、

101 

二
年
(
一
八
六
二
)
五
月
、
こ
の

B
家
が
一
家
を
あ
げ
て

X
村
か
ら

Y
町
へ
転
入
し
て
き
た
場
合
、
こ
の
妻
の
婚
入
は
、
実
質
的
に
は

X
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村

国

町

戸

村
の
村
内
婚
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

壬
申
戸
籍
で
は

X
村
か
ら

Y
町
へ
の
婚
入
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
し

ま
う
。
じ
っ
さ
い
藩
政
時
代
に
は
、
①
都
市
は
農
村
に
比
較
し
て
五
人
組
そ
の
他
の
経
済
外
的
強
制
が
微
弱
で
あ

っ
た
こ
と
、
②
町
人
は
百
姓
の
ご
と
く
貫
租
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
門
閥
的
豪
商
や
本
町
人
は
別
と
し
て
、
庖
借

人
は
町
費
負
担
の
義
務
が
な
く
、
庖
賃
を
納
め
る
の
み
で
負
担
が
き
わ
め
て
軽
か
っ
た
こ
と
、
①
都
市
で
は
新
し

い
職
業
が
え
や
す
い
こ
と
、
な
ど
の
理
由
で
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
は
げ
し
く
ハ

g
、

岸
本
実

(gの
研
究
に
よ
れ

ば
、
徳
島
藩
で
は
享
保
l
文
化
年
間
(
約
九

O
年
)

に
九
八
カ
村
か
ら
一
四
八
一
戸
の
離
村
農
家
が
あ
り
、
そ
の

四
三
%
が
城
下
徳
島
、

一
五
%
が
郷
町
に
転
住
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
庚
午
戸
籍
か
ら
稼
人
お
よ
び
来
人
を
摘
出
す
る
と
、
福
島
町
一
三
四
戸

(
す
べ
て
稼
人
)
、

池
田
大
西

町
五
七
戸
(
稼
人
一
九
戸
、
来
人
三
八
戸
)
、

日
和
佐
浦
一
一

O
戸
(
す
べ
て
奥
河
内
村
か
ら
の
稼
人
)
、
中
西
村
四

戸
(
す
べ
て
来
人
)
、
漆
川
村
四
戸
(
稼
人
三
戸
、
来
人
三
戸
)

で
あ
り
、

福
島
町
と
池
田
大
西
町
で
と
く
に
多

く
、
全
戸
数
に
対
す
る
稼
人
・
来
人
の
比
率
は
、
福
島
町
五
四
・
二
%
、
池
田
大
西
町
二
三
・
六
%
と
か
な
り
高

ぃ
。
な
お
、
福
島
町
の
稼
人
の
出
身
地
は
、
第
八
表
の
ご
と
く
、
阿
波
全
郡
お
よ
び
淡
路
の
一

O
O
町
村
に
及

び
、
と
く
に
那
賀
郡
椿
村
の
七
戸
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
池
田
大
西
町
の
稼
人
・
来
人
の
出
身
地
は
、

三
好
郡
池
田
村
が
二
二
戸
で
抜
群
で
あ
り
、
郡
外
は
美
馬
郡
半
田
村
が
一
戸
あ
る
の
み
で
、
そ
の
範
囲
は
狭
く
、

城
下
町
と
郷
町
と
の
人
口
吸
引
力
の
差
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

つ
ぎ
に
福
島
町
と
池
田
大
西
町
の
稼
人
・
来
人
、
福
島
町
の
分
家
二
五
戸
(
城
下
の
他
町
か
ら
の
分
家
)

ペコ

い
て
、
そ
の
転
入
の
年
代
を
み
る
と
、
第
九
表
の
ご
と
く
、
も
っ
と
も
古
い
の
は
文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
で
あ



稼人・来人・分家の転入年代

年 代 1福島町 l池田大西町

稼人|分家稼人|来人

文政8 1825 1 

天保2 1831 3 

グ 4 1833 1 

グ 7 1836 1 

グ 10 1839 1 

グ 12 1841 1 1 

グ 13 1842 1 

グ 14 1843 2 

弘化2 1845 1 

グ 3 1846 2 2 

/1 4 1847 1 

嘉永元 1848 1 

グ 2 1849 2 1 

グ 3 1850 1 

グ 4 1851 3 2 

グ 6 1853 1 

安政元 1854 1 

グ 2 1855 l 

グ 3 1856 1 

/1 4 1857 2 

/1 5 1858 l 

グ 6 1859 2 

万延元 1860 1 1 

文久元 1861 1 

グ 2 1862 1 

グ 3 1863 1 1 l 

元治元 1864 1 

慶応元 1865 3 

グ 2 1866 1 1 1 

グ 3 1867 1 

明治元 1868 1 3 1 

グ 2 1869 1 1 4 

グ 3 1870 1 2 

不 明 106 7 5 32 

A口. 言十 134 25 19 38 

第 g表り
、
天
保
末
年
か
ら
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
確
を
期
す
に
は
、
こ
れ
ら
稼
人
・
来
人
、
さ
ら
に
福
島
町
の
場
合
は
城
下
の
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他
町
か
ら
の
分
家
に
関
す
る
限
り
、
転
入
前
の
通
婚
は
す
べ
て
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
一
部
し

か
転
入
年
月
が
判
明
し
な
い
こ
と
、

壬
申
戸
籍
に
よ
る
従
来
の
通
婚
圏
研
究
と
対
比
し
た
い
こ
と
、
な
ど
の
観
点
か
ら
あ
え
て
そ
の
よ
う

な
修
正
を
加
え
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
稼
人
・
来
人
は
、
都
市
へ
の
転
入
後
も
出
身
地
と
の
縁
を
断
ち
が
た
く
、
婚
姻
慣
習
や
相

手
の
家
柄
そ
の
他
の
よ
く
わ
か
っ
た
父
祖
の
地
と
の
通
婚
関
係
が
な
が
く
つ
づ
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
都
市
の
通

婚
圏
が
広
く
、
遠
方
婚
が
多
い
理
由
と
し
て
、
都
市
の
日
常
生
活
圏
、
経
済
圏
が
広
い
こ
と
、
交
通
が
便
利
な
こ
と
、

「
町
場
へ
の
人
々

の
憧
慢
」
な
ど
、
従
来
の
常
識
的
な
説
明
の
ほ
か
に
、

い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
こ
と
に
も
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
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な
い
。
な
お
、
池
田
大
西
町
の
稼
人
・
来
人
を
階
層
別
に
み
る
と
、
穣
人
は
上
層
一
戸
、
下
層
一
八
戸
、
来
人
は
上
層
四
戸
、
中
層
二
八
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実家・婚家の階層比較

(中西村)

O 
1
10(4)1 3 

33 ( 8) 122 ( 6) I 

23 ( 6) !21C 3) I 。
上層下層 中層

婚 家

(注)カッコ内は男子(内数)

戸
、
下
層
六
戸
で
、
中
・
下
層
、
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
れ
ら
稼
人
・
来
人
は
中
・
下
層
の
通

婚
圏
拡
大
に
少
な
か
ら
ざ
る
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七

階
層
と
通
婚
圏
の
広
狭
の
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
郡
内
婚
率
、

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内

第10表

上
層
中
層
下
層

実

家

婚
率
、

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
を
み
る
と
、
池
田
大
西
町
と
中
西
村
で
は
、
上
層
で
低

く
、
下
層
で
高
い
。
福
島
町
で
も
、

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
を
除
け
ば
、
通
婚
圏
は
上
層
で
広

く
、
下
層
で
狭
い
。
中
加
茂
村
で
も
、

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
を
除
け
ば
、
同
様
の
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
圏
川
村
と
日
和
佐
浦
で
は
、
階
層
と
通
婚
圏
の
広
狭
に
は
明
瞭
な
相
関
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

一
般
に
通
婚
圏
は

上
層
で
広
く
、
下
層
で
狭
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
つ
ぎ
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
付
上
層
で
は
結
婚
相
手
の
選
択

い
き
お
い
他
町
村
に
相
手
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
。

範
囲
が
自
町
村
内
で
は
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
中
西
村
の
村
内
婚
の
う

ち
、
実
家
と
婚
家
双
方
の
明
瞭
な
も
の
一
一
三
件
に
つ
い
て
、
双
方
の
階
層
を
比
較
す
る
と
、
第
一

O
表
の
ご
と
く
、
同
階
層
間
の
通
婚

が
四
八
件
で
四
二
・
四
%
を
占
め
て
お
り
、
上
層
で
は
一
段
低
い
中
層
へ
の
婚
出
が
目
だ
っ
て
い
る
。
中
層
で
も
、
上
層
へ
の
婚
出
は
一

件
し
か
な
い
が
、
下
層
へ
の
婚
出
は
三
三
件
を
数
え
て
お
り
、
村
内
婚
に
関
し
て
は
、
同
階
層
よ
り
も
一
段
低
い
階
層
へ
の
婚
出
が
顕
著

で
あ
る
。
な
お
上
層
と
下
層
の
通
婚
は
皆
無
で
あ
る
。
以
上
、
中
西
村
の
例
か
ら
、
上
層
は
同
階
層
の
結
婚
相
手
を
ひ
ろ
く
他
町
村
に
求

め
ざ
る
を
え
な
い
事
情
が
わ
か
る
だ
ろ
う

0
0上
層
は
下
層
に
比
較
し
て
日
常
生
活
圏
、
経
済
圏
が
広
い
。
農
村
で
あ
れ
ば
、
地
主
層
は

自
町
村
を
越
え
て
広
域
に
土
地
を
所
有
し
て
お
り
、
水
利
そ
の
他
で
他
町
村
に
対
し
て
利
害
関
心
が
強
い
。
都
市
で
は
、

た
と
え
ば
池
田



大
西
町
の
場
合
、
上
層
の
四
二
戸
の
職
業
を
み
る
と
、
刻
み
煙
草
商
業
一
九
戸
、
荒
物
商
業
七
戸
を
は
じ
め
商
業
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

日
常
生
活
圏
、
経
済
圏
に
大
き
な
ち
が
い
が
み
ら
れ

る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

下
層
は
六
八
戸
の
う
ち
日
一
履
稼
が
四
七
戸
を
占
め
て
い
る
。
商
業
と
日
一
層
稼
で
は
、

三
好
郡
中
加
茂
村
、
池
田
大
西
町
、
中
西
村
の
三
カ
町
村
の
通
婚
圏
を
吉
野
川
の
上
下
流
の
関
係
で
よ
り
ミ
ク
ロ
に
考
察
し
て
み
よ

ぅ
。
具
体
的
に
は
、
中
加
茂
村
は
三
好
・
美
馬
両
郡
、
池
田
大
西
町
と
中
西
村
は
三
好
郡
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
三
カ
町
村
と
通
婚
の
み
ら

れ
る
各
町
村
を
、
三
カ
町
村
か
ら
み
て
吉
野
川
の
上
・
下
流
の
い
ず
れ
に
位
置
す
る
か
で
区
分
す
る
。
た
と
え
ば
三
好
郡
昼
間
村
で
あ
れ

ば
、
中
加
茂
村
の
場
合
は
上
流
部
、
池
田
大
西
町
、
中
西
村
の
場
合
は
下
流
部
と
し
て
区
分
し
て
お
り
、
第
一
一
表
の
よ
う
な
結
果
が
え

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
婚
入
・
婚
出
を
問
わ
ず
、
三
カ
町
村
と
も
下
流
部
と
の
通
婚
が
頻
繁
で
あ
り
、
と
く
に
中
西
村
の
婚
出
は
下
流
部

が
上
流
部
の
四
倍
強
と
な
っ
て
い
る
o

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
あ
た
り
で
は
下
流
部
に
向
か
っ
て
沖
積
平
野
が
聞
け
、
集
落
密
度
、
人
口
密

度
が
濃
密
に
な
る
こ
と
に
基
因
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

幕末・明治初期の通婚圏

|上流部7下流部

qδ

弓
t

t

A

1

5

0

 

1
1
 

7

A

A

4品

3

2
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第11表

従
来
の
通
婚
圏
研
究
で
は
、
婚
入
・
婚
出
を
比
較
す
れ
ば
、
婚
入
圏
が
狭
く
、
婚

出
圏
が
広
い
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
缶
百
壬
申
戸
籍
で
は
、
婚
入
に
つ
い
て
は

戸
、
玉
の
妻
、
母
、
長
男
の
妻
な
ど
戸
籍
編
成
以
前
の
通
婚
は
把
握
で
き
る
が
、
婚
出

に
つ
い
て
は
戸
籍
編
成
後
の
ご
く
短
い
期
間
の
通
婚
し
か
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
た

め
壬
申
戸
籍
に
依
拠
す
る
限
り
、
婚
入
・
婚
出
は
そ
の
時
期
に
大
き
な
聞
き
が
あ

り
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
通
婚
圏
が
拡
大
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
婚
入
圏
が
狭

く
、
婚
出
圏
、
が
広
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
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徳
島
藩
の
二
町
・
三
村
・
一
浦
の
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
を
み
る
と
、

日
和
佐
浦
は
婚
入
八
四
・
四
%
、
婚
出
九
一
・
九
%
、
漆

川
村
は
婚
入
七
八
・
四
%
、
婚
出
七
九
・
一
%
、
中
西
村
は
婚
入
七
四
・
七
%
、
婚
出
七
五
・
五
%
、
福
島
町
は
婚
入
五
九
・
五
%
、
婚

出
八
六
・
四
%
、
中
加
茂
村
は
婚
入
五
九
・
五
話
、
婚
出
六
四
・
一
括
と
な
り
、

い
、
ず
れ
も
婚
出
の
方
が
高
率
と
な
る
が
、
池
田
大
西
町

の
み
婚
入
七
三
・
二
%
、
婚
出
六
七
・
九
%
で
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
四
キ
ロ
メ

l
ル
圏
の
枠
で
み
た
と
こ
ろ
、
池
田
大
西
町

を
例
外
と
し
て
、
婚
入
園
の
方
が
婚
出
圏
よ
り
も
広
く
、
従
来
の
定
説
と
は
反
対
の
結
論
が
え
ら
れ
た
。
た
だ
福
島
町
を
除
け
ば
、
婚
入

-
婚
出
の
地
域
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
両
者
の
比
較
そ
れ
自
体
に
あ
ま
り
意
味
が
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
福
島
町
で
は
、
す
で
に
み
た

J
F

」
ん
」
/
¥
、

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
は
婚
出
の
方
が
い
ち
じ
る
し
く
高
く
、

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
婚
率
に
つ
い
て
も
婚
入
七

0
・
五

%
、
婚
出
九

0
・
六
%
で
、
両
者
の
聞
き
が
大
き
い
。
実
家
と
婚
家
の
職
業
を
考
え
る
と
、
実
家
が
農
業
で
婚
家
が
商
業
の
場
合
は
そ
れ

ほ
ど
問
題
は
な
い
が
、
こ
の
逆
は
過
重
な
農
作
業
、
農
村
の
因
習
な
ど
の
た
め
非
常
な
困
難
が
伴
な
う
こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
福
島
町
の
城
下
徳
島
の
通
婚
率
が
婚
入
の
五
三
・
六
%
に
対
し
て
婚
出
が
八
四
・
三
%
に
達
す
る
こ
と
が
、
こ
の
こ

と
を
裏
付
け
て
く
れ
る
。

八

以
上
、
明
治
三
年
の
い
わ
ゆ
る
庚
午
戸
籍
を
も
と
に
し
て
、
徳
島
藩
の
二
町
・
三
村
・
一
浦
の
幕
末
・
明
治
初
期
の
通
婚
圏
を
種
々
の

角
度
か
ら
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
階
層
別
に
み
る
と
、
上
層
は
下
層
よ
り
も
通
婚
圏
が
広
い
こ
と
、
婚
出
圏
が
婚
入
圏
よ
り
も
広

い
と
い
う
従
来
の
定
説
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
二
、
三
の
新
知
見
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
数
カ
町
村
で
は
事
例
数
が

乏
し
い
こ
と
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
民
産
だ
け
で
大
胆
に
階
層
区
分
し
た
こ
と
な
ど
、

の
こ
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。
こ
ん
ど
も
徳



島
藩
内
で
ひ
ろ
く
庚
午
戸
籍
の
掘
り
お
こ
し
に
努
め
る
と
と
も
に
、
戸
籍
以
外
の
資
料
を
多
く
援
用
し
て
階
層
区
分
の
厳
密
を
期
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
o

人
付
一

ιv
本
稿
で
使
用
し
た
戸
籍
の
所
蔵
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
福
島
町
1
1
5
徳
島
市
役
所
市
史
編
さ
ん
室
、
池
田
大
西
町
・
中
西
村
・

漆
川
村

i
l三
好
郡
治
田
町
役
場
、
中
加
茂
村
|
|
三
好
郡
三
加
茂
町
横
田
武
雄
氏
、
日
和
佐
浦

i
l海
部
郡
日
和
佐
町
北
村
雅
勝

氏
。
な
お
、
こ
れ
ら
戸
籍
の
分
析
・
整
理
は
徳
島
大
学
教
育
学
部
学
生
小
川
寛
子
さ
ん
の
援
助
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
付
記
し
て

心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
。
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(
1
)
八
木
佐
市
(
一
九
五
三
)
「
通
婚
圏
調
査
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
」
ソ
シ
オ
ロ
ジ
二
号
九
頁

(
2
)

池
田
義
祐
(
一
九
五
四
)
「
通
婚
圏
研
究
の
社
会
学
的
意
義
」
大
谷
大
学
社
会
学
年
報
六
号
一

0
1
一
一
頁

(
3
)

村
落
社
会
学
で
は
封
鎖
性
と
い
う
用
語
が
常
用
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
閉
鎖
性
に
お
き
か
え
た
い
。
な
お
、
こ
れ
は
筆
者

の
こ
の
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(
4
)

藤
岡
謙
二
郎
(
一
九
五
六
)
「
奈
良
盆
地
南
部
の
交
通
路
と
谷
口
集
落
の
変
遷
」
人
文
地
理
八
巻
一
号
一

t
一
九
頁

(
5
)

森
川
洋
(
一
九
六
七
)
「
明
治
初
年
に
お
け
る
広
島
県
の
都
市
と
そ
の
機
能
」
史
学
研
究
九
九
号
一

t
一一一一一良

(
6
)

八
木
佐
市
前
掲
(
1
)
一
一

1
一
一
一
頁

(
7
)

福
島
正
夫
に
よ
っ
て
庚
午
戸
籍
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

福
島
正
夫
(
一
九
五
九
)
『
戸
籍
制
度
と
「
家
」
制
度
|
|
「
家
」
制
度
の
研
究
!
l
|
』
東
京
大
学
出
版
会
一

O
一
l
一
O
二
頁

(
8
)

井
戸
庄
三
(
一
九
六
八
)
「
庚
午
戸
籍
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
(
1
)
l
!
戸
籍
編
製
規
則
を
中
心
と
し
て
|
!
」
徳
島
大
学
教
養
部
地
理
学

報
告
一
号
一

1
一一一一良

(
9
)

井
戸
庄
三
(
一
九
七
一
)
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「
明
治
初
期
戸
籍
の
系
譜
と
そ
の
歴
史
地
理
学
的
意
義
」
(
『
織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念
人
文
地
理
学
論
叢
』
柳
原
書
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庖
)
六
五
九

1
六
七
二
頁

(
叩
)
徳
島
藩
の
棟
付
改
は
、
明
暦
二
年
(
一
六
五
六
)
を
鳴
矢
と
し
、
藩
政
時
代
を
通
じ
て
五

o
t六
O
年
お
き
に
四
回
お
こ
な
わ
れ
た
。
な
お
、

詳
細
は
左
記
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

上
回
藤
十
郎
(
一
九
三
八
)
「
阿
波
池
田
の
棟
付
改
に
就
い
て
」
昭
和
高
商
学
報
第
一
附
録
一

1
三
四
頁

岸
本
実
(
一
九
五
九
)
「
藩
政
期
の
人
ロ
資
料
と
し
て
の
棟
附
帳
」
徳
島
大
学
学
芸
学
部
紀
要
(
社
会
科
学
)
八
巻

-
O九
1
一
二
ハ
頁

(
日
)
山
岡
栄
市
(
一
九
五
二
)
「
漁
村
社
会
の
構
造
と
漁
民
に
お
け
る
こ
つ
の
型
」
社
会
学
評
論
九
号
六
三

t六
四
頁

(
ロ
)
明
治
七
年
現
在
で
五
三
戸
で
あ
る
。

長
野
県
総
務
部
地
方
課
編
(
一
九
六
五
)
『
長
野
県
市
町
村
合
併
誌
』
(
総
編
)
長
野
県
八
八
頁

(
刊
日
)
す
で
に
八
木
佐
市
、
井
森
陸
平
ら
が
、
大
町
村
で
は
町
村
内
婚
の
可
能
性
が
大
き
く
、
小
町
村
で
は
そ
の
可
能
性
が
小
さ
い
と
い
う
仮
説
を
提

示
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
井
森
は
、
小
町
村
で
は
自
町
村
内
で
適
当
な
結
婚
相
手
を
み
つ
け
る
の
が
困
難
で
、
い
き
お
い
他
に
求
め
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
農
村
で
は
、
一
般
に
人
口
移
動
が
そ
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
都
市
と
は
異
な
っ
て
、
人
口
の
も
っ
と
も
少
な
い
と
こ

ろ
が
人
口
移
動
が
も
っ
と
も
少
な
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
井
森
は
、
鳥
取
県
法
美
郡
津
ノ
井
村
の
通
婚
圏
調

査
の
結
果
、
大
部
落
の
杉
崎
(
部
落
内
婚
率
二
三
・
五
%
、
以
下
同
じ
)
、
紙
子
谷
(
二
七
・
O
M
F
)

と
、
小
部
落
の
海
蔵
寺
(
九
・
五
%
)
、
禰

宜
谷
(
一
三
・
九
%
)
と
で
部
落
内
婚
率
に
明
瞭
な
差
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

八
木
佐
市
前
掲
(
1
)

二
五

1
二
六
頁

井
森
陸
平
(
一
九
四
三
)
『
農
村
の
社
会
と
生
活
』
時
代
社
二
一
一
一

l
二
二
三
頁

藤
岡
謙
二
郎
前
掲
(
4
)
一

o
t
一
三
頁

伊
藤
俊
夫
(
一
九
三
六
)
「
婚
姻
関
係
よ
り
見
た
る
村
落
の

P
E
R
可。
Z
石
田
」
年
報
社
会
学
四
輯
三

O
ニ
l
三
O
八
頁

鈴
木
栄
太
郎
(
一
九
四

O
)

『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
時
潮
社
四
八
六

l
五
O
九
頁

中
村
治
兵
衛
(
一
九
四
八
)
「
近
畿
農
村
の
通
婚
圏
」
農
業
綜
合
研
究
二
巻
二
号
-
四
二

t
一
五

O
頁

山
本
登
(
一
九
五

O
)
「
通
婚
関
係
よ
り
み
た
山
村
共
同
体
の
封
鎖
性
と
平
等
性
」
社
会
学
評
論
三
号
二
三

t
一
五
一
頁

山
岡
栄
市
前
掲
(
日
)
六
二
一

t
七
二
頁

藤
岡
謙
二
郎
前
掲
(
4
)
一

t
一
九
頁

(
U
)
 

(
日
)

(
時
)

(
げ
)

(
印
)

(
印
)

(
却
)
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青
木
治
(
一
九
五
二
)
「
農
山
村
社
会
に
お
け
る
通
指
図
と
文
化
の
渉
透
度
」
信
濃
四
巻
一
号
六
五

l
七
三
頁

瀬
川
清
子
(
一
九
三
六
)
「
関
東
地
方
の
部
村
に
於
け
る
婚
域
と
夫
妻
の
年
令
差
に
つ
い
て
」
年
報
社
会
学
四
輯

森
川
洋
前
掲
(
5
)
一

t
二
二
頁

鈴
木
栄
太
郎
前
掲
(
凶
)
五

O
八
l
五
O
九
頁

阿
讃
聞
の
役
牛
移
動
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

内
田
秀
雄
(
一
九
七
一
)
「
役
牛
移
転
を
中
心
と
し
て
観
た
る
阿
波
に
於
け
る
農
業
地
理
の
一
特
質
に
就
い
て
」
(
『
日
本
の
宗
教
的
風
土
と
国

土
観
』
大
明
堂
)
二
六
七

t
一
二
一
一
頁

(
却
)
鈴
木
栄
太
郎
前
掲
(
凶
)
五

O
九
頁

(
幻
)
瀬
川
清
子
前
掲

(n)
二
七
一
一
良

(
お
)
池
野
茂
(
一
九
六
八
)
「
明
治
初
期
の
婚
姻
圏
に
関
す
る
ノ
l
ト
」
関
西
学
院
高
校
論
叢
一
四
号
一
六

l
一
七
頁

(
却
)
近
沢
敬
一
(
一
九
五
三
)
「
宮
崎
県
の
一
山
村
の
縁
組
区
域
及
び
内
婚
率
の
意
義
に
つ
い
て
」
社
会
学
評
論
二
一
号
一
六
五
頁

(
却
)
速
水
融
(
一
九
五
三
)
「
近
世
に
お
け
る
一
漁
村
の
人
口
動
態

i
l紀
伊
国
牟
婁
郡
須
賀
利
浦
|
|
」
三
国
学
会
雑
誌
四
六
巻
一
一
一
号

七
一
頁

(
汎
)
岸
本
実
(
一
九
六
八
)
『
人
口
地
理
学
』
大
明
堂
一

O
六

1
一
O
七
頁

(
詑
)
岸
本
実
こ
九
五
九
)
「
阿
波
に
お
け
る
農
民
離
村
現
象
」
徳
島
大
学
学
芸
学
部
紀
要
(
社
会
科
学
)

(
お
)
八
木
佐
市
前
掲
(
1
)
-
七

t
一一一一良

(
乱
)

(
勾
)

(
お
)

(
斜
)

(
お
)

二
七

o
t二
七
三
頁

九
巻

六
四

l
六
五
頁




